
GABAの誘導体であるバクロフェンは従来
抗痙縮剤として経口投与されてきました
が、脳関門を通過しにくく、脳脊髄液中
濃度の上昇が不十分で、十分な効果を
あげ得ませんでした。

従って最近バクロフェンの持続髄腔内投
与により、重度の痙性麻痺を治療するよ
うになってきています。



抗痙縮薬の内服療法

中枢性抗痙縮薬
バクロフェン、塩酸チザニジン、塩酸エペリゾン

末梢性抗痙縮薬
ダントロレン

マイナートランキライザー
ジアゼパム

有効

効無

神経ブロック

アルコール/リドカイン
フェノール

外科手術

末梢神経縮小術
脊髄後根切断術

治療効果が継続しない
周辺組織への損傷性

厳密な患者選定と高度
の技術の必要性

痙縮の治療

ギャバロン髄注
（ITB）治療

薬物療法 非薬物療法（外科的治療等）



バクロフェン:baclofen

化学名：(RS)-4-Amino-3-(4chlorophenyl)butanoic acid

分子式：C10H12ClNO2

分子量：213.66 

Cl
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CO2H
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および鏡像異性体

構造式：

GABA



薬理作用
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投与方法と濃度

Knutsson E., et al. J Neurol Sci, 23:473-84, 1974
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スクリーニング ポンプシステム
植込み

50μg

75μg

100μg

有効

有効

有効

中止

無効

無効

無効

カテーテル

ポンプ

用量調整・維持
薬剤補充

スクリーニング試験
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専用のポンプシステム

カテーテル接続口

アクセスポート

滅菌フィルタ

薬剤タンク

アンテナ
電池薬剤注入口

制御回路

ロータリーポンプ

シンクロメッドELポンプ*
18mL：直径85.2mm、厚さ27.5mm、重量205g

インデュラカテーテル*
外径：遠位1.4mm、近位2.2mm
内径：遠位0.53mm、近位0.53mm

プログラマ*
患者の症状に応じて、体外よりギャバロン髄注の用量・投与
モードを適宜調整する。

＊いずれも2005年3月25日に承認取得済
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用法・用量（持続投与）①

Paramedian 
Oblique Entry

V-wing anchor

5 cm of slack in 
catheter

Dural 
puncture

Catheter tip

Pump anchored 
with sutures or 
pouch

Loop of excess 
catheter under 
pump

Catheter connector which 
also functions as the 
primary anchor

スクリーニング１回用量→シンクロメッドＥＬポンプシステムによる１日投与量


